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論文審査要旨（2000字程度） 
発達とは、一般的に個体発達のことであり、個体が自らの行為によって物理的および
社会的環境と関わり合うことで構築される身体および精神の動的な変容過程である。本
研究では、ヒトにおける環境要因が行動発達にどのような影響を及ぼすかについての理
解を深めることを念頭に、コモン・マーモセット(Callithrix jacchus)を研究対象とし
て、対面行動実験に基づき客観的な行動定量法および統括的な行動解析法を開発するこ
とで、物理的および社会的環境要因がコモン・マーモセットの行動発達に及ぼす影響の
解明を目的としている。 
第 1 章「緒論」では、まずヒトのモデル動物として霊長類をモデルとすることの妥当
性に関する知見をまとめている。次にコモン・マーモセットの音声コミュニケーション
や親子関係に関する知見をまとめ、コモン・マーモセットのモデル動物としての他の霊
長類に対する優位性について整理している。さらにこれまでのコモン・マーモセットを
実験動物とした行動発達研究の手法に関する課題を整理するとともに、本論文の目的と
意義を記している。 
第 2 章「親子・同齢間インタラクションとコモン・マーモセットの行動発達との相関 
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論文審査要旨 
に関する研究」では、まずコモン・マーモセットを対象として客観的行動定量法および
総合的解析手法の確立を試みている。客観的行動定量法として、対面行動実験を対象と
して他個体との対面時における対象個体の頭および鼻のケージ内位置座標を取得し、多
種行動指標を算出した。総合的解析法では、定量した行動指標と時間的推移を用いて主
成分分析を行い、第 1 および第 2 主成分から成る行動平面に日齢軸を加えた 3 次元座標
を作成し、各指標の相関構造に基づき行動を解析した。さらに、確立した解析法を用い
て、親子・同齢間におけるインタラクションが豊富である親元 2 仔飼育群を定型群とし、
同齢間におけるインタラクションが欠如した親元 1 仔飼育群、親子・同齢間におけるイ
ンタラクションが欠如した単独人工飼育群の 3 群を設定し、対面行動実験、すなわち、
他個体との対面における行動発達の過程を考察している。単独人工飼育群は生後 30日齢、
親元 1 仔飼育群は生後 90 日齢以降において威嚇・警戒を強く示した。客観的行動定量法
を用いて定量した行動指標および時間的推移の多種指標を対象とした主成分分析に基づ
く総合的解析により、親子・同齢間インタラクションを制御したコモン・マーモセット
の対面行動実験に基づく行動発達の過程の可視化に成功している。 
第 3 章「同齢間インタラクションが関わるコモン・マーモセットの行動発達の臨界期
に関する研究」では、コモン・マーモセットにおける幼少期の同齢間インタラクション
が関わる対面行動実験に基づく行動発達の臨界期の探索を目的としている。単独人工飼
育コモン・マーモセットを対象として、幼少期における同齢間インタラクションを体験
する時期の異なる 2 群を設定し、未知他個体との対面における行動指標および生理指標
を用いて主成分分析に基づく総合的解析を行っている。生後 40-200 日齢まで同齢間イン
タラクションを体験した群において、未知他個体との対面では多動および警戒行動を示
した。それに対して、生後 200 日齢以降に同齢間インタラクションを体験した群は不動
を示した。これらの結果より、同齢間インタラクションが関わる対面行動実験に基づく
行動発達の臨界期が生後 200 日齢以前に存在することを示した。 
第 4 章「コモン・マーモセットの行動発達に影響を及ぼすサーカディアンリズムの役
割に関する研究」では、物理的環境要因である露光環境を制御したコモン・マーモセッ
トを対象として、サーカディアンリズムの異なるコモン・マーモセットの対面行動実験
に基づく行動発達の過程について考察している。明暗サイクルが各 12 時間の定型群は照
明に同期した周期のサーカディアンリズムを形成したが、常時明環境群および常時暗環
境群は独自の周期を持つサーカディアンリズムを形成した。この異なるサーカディアン
リズムの周期を持つ 3 群において、対面行動実験を行い、行動指標および時間的推移を
用いて、主成分分析に基づき行動発達を解析している。定型群の行動発達と比較すると、
常時暗環境群は 100 日齢以降に多動から不動傾向を示した。それに対し、常時明環境群
は 270 日齢以降に威嚇警戒行動を強く示した。つまり、サーカディアンリズムの周期に
影響を及ぼす露光環境の違いにより、行動発達の過程が異なることを示唆している。 
最後に、第 5 章「結論」では、本研究を総括し、その意義や将来性を示している。 
 
